Dedication to Prof. R. Miyazaki by 酒井, 啓子 & SAKAI, Keiko
宮
崎
隆
次
先
生
を
送
る
酒
井
啓
子
宮
崎
隆
次
先
生
は
、
二
〇
一
四
年
三
月
を
も
っ
て
、
千
葉
大
学
を
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
八
四
年
に
、
前
任
の
岩
手
大
学
か
ら
千
葉
大
学
法
経
学
部
に
転
任
さ
れ
て
以
降
、
三
〇
年
間
に
わ
た
り
同
学
部
に
奉
職
さ
れ
、
日
本
政
治
史
お
よ
び
日
本
政
治
論
に
関
す
る
研
究
に
積
極
的
に
邁
進
さ
れ
る
と
も
に
、
日
本
政
治
に
関
す
る
多
く
の
授
業
を
担
当
し
、
本
学
の
教
育
活
動
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
筆
者
が
本
学
に
着
任
し
た
の
は
わ
ず
か
二
年
前
で
、
宮
崎
先
生
の
研
究
内
容
を
じ
っ
く
り
伺
う
機
会
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
〇
一
四
年
二
月
四
日
に
行
わ
れ
た
最
終
講
義
を
感
銘
深
く
伺
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
「「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
再
考
」
は
、
先
生
が
一
九
七
〇
年
代
以
来
一
貫
し
て
追
求
さ
れ
て
き
た
根
幹
と
な
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
先
生
の
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
熱
意
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
途
上
国
政
治
を
学
ぶ
筆
者
に
は
、
同
じ
く
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
な
に
か
、
そ
れ
に
関
連
す
る
現
象
、
背
景
を
ど
う
理
解
す
る
か
」
に
つ
い
て
、
議
論
と
試
行
錯
誤
を
続
け
る
中
東
諸
国
の
現
状
と
重
な
る
論
点
が
多
々
あ
り
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
退
職
後
は
、
学
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
責
務
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
先
生
の
真
骨
頂
で
あ
る
日
本
政
治
史
研
究
に
専
念
さ
れ
る
こ
と
と
信
じ
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
宮
崎
先
生
は
、
一
九
七
一
年
東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
一
九
七
三
年
同
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
修
士
課
程
を
修
了
献
呈
の
辞
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１
し
、
一
九
七
六
年
同
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
博
士
課
程
を
単
位
取
得
満
期
退
学
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
学
術
振
興
会
奨
励
研
究
員
と
し
て
研
究
に
従
事
さ
れ
、
一
九
七
七
年
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
講
師
に
採
用
さ
れ
、
一
九
八
一
年
同
大
学
同
学
部
助
教
授
へ
昇
任
の
後
、
一
九
八
四
年
に
千
葉
大
学
に
移
ら
れ
ま
し
た
。
千
葉
大
学
で
の
宮
崎
先
生
の
教
育
に
対
す
る
貢
献
は
、
学
部
、
大
学
院
を
中
心
に
多
大
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
と
り
わ
け
一
九
九
七
年
よ
り
一
年
間
、
千
葉
大
学
法
経
学
部
法
学
科
長
を
併
任
さ
れ
る
な
ど
、
大
学
の
運
営
に
も
深
く
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
改
組
に
伴
う
総
合
政
策
学
科
の
新
設
に
ご
尽
力
さ
れ
た
上
、
一
九
九
九
年
に
総
合
政
策
学
科
長
を
併
任
さ
れ
た
他
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
四
年
間
、
評
議
員
を
併
任
し
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
年
間
は
法
経
学
部
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
大
学
と
し
て
最
も
重
要
な
時
期
に
そ
の
運
営
に
貢
献
を
な
さ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
激
務
、
過
大
な
責
任
の
積
み
重
ね
の
代
償
は
大
き
く
、
学
部
長
時
代
に
は
体
調
を
崩
さ
れ
、
一
時
期
研
究
に
支
障
を
来
た
す
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
残
念
と
し
か
い
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
先
生
の
教
育
行
政
に
対
す
る
熱
意
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
学
部
長
退
任
後
も
不
自
由
な
体
を
お
し
て
、
二
〇
〇
四
年
よ
り
一
年
間
、
教
育
研
究
評
議
員
を
併
任
し
、
学
部
内
の
調
整
に
心
を
砕
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の
日
本
政
治
史
研
究
へ
の
意
欲
は
一
貫
し
て
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
研
究
業
績
を
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
先
生
は
、
博
士
論
文
を
筆
頭
に
八
〇
年
代
初
期
に
発
表
さ
れ
た
三
つ
の
論
文
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
農
村
と
政
党
（
１
）
〜
（
３
・
完
）」（『
国
家
学
会
雑
誌
』
九
三
巻
七
〜
一
二
号
、
一
九
八
〇
年
七
、
九
、
一
一
月
）、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
小
作
関
係
立
法
事
業
」（『
ア
ル
テ
ス
・
リ
ベ
ラ
レ
ス
』（
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
紀
要
）
第
二
七
号
、
一
九
八
〇
年
一
二
月
）、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
産
業
組
合：
利
益
団
体
化
と
そ
の
限
界
」（
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
編
『
協
同
組
合
奨
励
研
究
報
告
』
第
七
輯
一
九
八
一
年
）
で
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
研
究
テ
ー
マ
の
中
心
に
据
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
日
本
の
政
治
発
展
全
体
を
射
程
に
入
れ
た
研
究
を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
関
す
る
従
来
の
議
論
が
、「
運
動
や
集
団
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
《献呈の辞》
２
る
だ
け
で
、
行
動
の
大
枠
と
な
る
制
度
や
政
治
体
制
の
変
容
」（
最
終
講
義
配
布
資
料
「「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
」
再
考
」
よ
り
）
に
光
を
当
て
る
こ
と
が
多
く
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
、
宮
崎
先
生
は
独
自
に
、「
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
や
関
心
が
新
た
に
出
て
く
る
過
程
と
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
紛
争
を
極
小
化
し
つ
つ
集
約
し
統
合
す
る
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
る
過
程
の
、
複
合
過
程
」
と
し
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
捉
え
ら
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
農
業
、
農
村
社
会
の
持
つ
意
味
に
着
目
さ
れ
た
点
が
宮
崎
先
生
の
研
究
の
中
心
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
論
点
は
す
で
に
博
論
の
時
点
か
ら
長
く
こ
だ
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
点
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。千
葉
大
学
に
移
ら
れ
て
か
ら
は
、
篠
原
一
編
『
連
合
政
治
Ⅰ
』（
岩
波
現
代
選
書
、
一
九
八
四
年
、「
Ⅳ
戦
前
日
本
の
政
治
発
展
と
連
合
政
治
」）、
坂
野
潤
治
・
宮
地
正
人
編
『
日
本
近
代
史
に
お
け
る
転
換
期
の
研
究
』（
山
川
出
版
、
一
九
八
五
年
、「
第
二
部
序
章
政
党
政
治
の
定
着
と
崩
壊
」（
高
橋
進
と
共
著
、
高
橋
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
入
れ
つ
つ
全
文
執
筆
））、
犬
童
一
男
他
編
『
戦
後
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
成
立
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、「
Ⅳ
日
本
に
お
け
る
『
戦
後
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
の
固
定
化
」）、
中
村
政
則
他
編
『
戦
後
日
本
第
２
巻
占
領
と
改
革
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
「
５
戦
後
保
守
勢
力
の
形
成
」）、
北
岡
伸
一
・
御
厨
貴
編
『
戦
争
・
復
興
・
発
展
―
―
昭
和
政
治
史
に
お
け
る
権
力
と
構
想
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
、「
Ⅲ
開
発
計
画
・
工
業
化
と
地
方
政
治
」）
な
ど
、
日
本
政
治
に
関
す
る
教
科
書
的
書
籍
の
共
著
を
多
数
引
き
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
前
述
の
よ
う
に
教
育
行
政
の
責
務
と
体
調
の
悪
化
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
熱
心
に
研
究
活
動
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
は
千
葉
県
と
い
う
自
治
体
を
事
例
と
し
た
研
究
へ
と
視
野
を
広
げ
ら
れ
、
退
職
さ
れ
る
四
年
前
に
発
表
さ
れ
た
「
高
度
成
長
期
の
自
治
体
と
計
画
友
納
県
政
期
（
一
九
六
三
年
四
月
〜
一
九
七
五
年
四
月
）
の
千
葉
県
の
場
合
」（『
千
葉
大
学
法
学
論
集
』
二
五
巻
一
号
）
は
、
そ
の
成
果
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
二
〇
一
〇
年
七
月
千
葉
市
議
会
史
編
纂
委
員
会
『
千
葉
市
議
会
史
記
述
編
１
』（
千
葉
市
議
会
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
の
よ
う
に
、
千
葉
県
・
市
の
史
料
編
纂
事
業
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
も
、
宮崎隆次先生を送る
３
多
々
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
執
筆
は
地
味
な
活
動
で
軽
視
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
千
葉
に
お
け
る
政
治
・
行
政
を
広
い
見
地
か
ら
検
証
す
る
上
で
不
可
欠
な
資
料
で
あ
り
、
政
治
史
研
究
者
の
行
い
う
る
重
要
な
社
会
的
貢
献
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
学
内
の
教
職
員
に
対
し
て
常
に
心
配
り
さ
れ
る
先
生
の
お
姿
は
、
わ
ず
か
二
年
間
し
か
知
己
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
筆
者
に
も
印
象
的
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
お
人
柄
ゆ
え
で
し
ょ
う
、
最
終
講
義
に
は
多
く
の
学
生
が
集
い
、
発
声
が
ご
不
自
由
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
言
も
聞
き
漏
ら
す
ま
い
と
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
学
生
の
姿
が
、
目
立
ち
ま
し
た
。
大
学
院
に
お
け
る
指
導
も
懇
切
を
き
わ
め
、
と
り
わ
け
留
学
生
に
対
す
る
真
摯
な
指
導
に
よ
っ
て
、
優
秀
な
論
文
の
完
成
へ
と
つ
な
が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
終
始
一
貫
し
た
研
究
と
教
育
へ
の
情
熱
が
、
先
生
の
人
望
の
軸
に
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
を
離
れ
ら
れ
る
に
際
し
て
、
改
め
て
出
発
点
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
最
終
講
義
の
論
題
に
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
改
め
て
ご
自
身
の
研
究
の
出
発
点
に
立
ち
返
っ
て
一
層
の
研
究
に
向
か
わ
れ
る
と
い
う
宮
崎
先
生
ご
自
身
の
宣
言
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
と
、
講
義
を
伺
い
な
が
ら
、
思
い
ま
し
た
。
先
生
の
研
究
へ
の
飽
く
な
き
意
欲
は
、
常
に
後
輩
を
刺
激
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
こ
こ
に
本
論
集
を
献
呈
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
《献呈の辞》
４
